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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　関連語提案のためにプロセッサにより実行されるコンピュータ実行可能方法であって、
　マルチセンスクエリを介して、検索結果を調べるステップであって、
　前記マルチセンスクエリが、以下のステップ、すなわち、
　サブミットした用語／フレーズに意味的に関連している用語／フレーズを判定するステ
ップであって、意味関係が、意味を判定するために、用語／フレーズの内容を検索するこ
とにより、発見されるステップと、
　出現度数（ＦＯＯ）のしきい値を構成するステップと、
　前記構成されたしきい値に基づき、高ＦＯＯ、または、低ＦＯＯを履歴クエリに割り振
るステップと、
　検索エンジンに以前にサブミットされた１組の高出現度数（ＦＯＯ）履歴クエリに関連
する検索結果から用語ベクトルを生成するステップと、
　用語ベクトルの計算された類似性に応じて用語クラスタを生成するステップであって、
前記計算された類似性であるｓｉｍ（ｑj、ｑk）は、以下の式、すなわち、
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　に従って決定されるステップであって、
　式中で、ｄは、ベクトル次数を表し、ｑは、クエリを表し、ｋは、次数インデックスで
あり、
　ｉ番目のベクトルのｊ番目の用語についての重みｗは、以下の式、すなわち
　　ｗij＝ＴＦij×ｌｏｇ（Ｎ／ＤＦj）
　に従って計算され、
　式中で、ＴＦijは、用語頻度を表し、Ｎは、クエリ用語の合計数であり、ＤＦjは、ｉ
番目のベクトルのｊ番目の用語を含む抽出済みのフィーチャレコード数である前記決定さ
れるステップと
　を含む前記検索結果を調べるステップと、
　エンティティから用語／フレーズを受信したことに応答して、１つまたは複数の関連語
提案を識別するために、前記用語クラスタ中の用語／フレーズを考慮して、前記マルチセ
ンスクエリを介して前記用語／フレーズを評価するステップであって、前記識別すること
は、ＦＯＯと確信度値との組み合わせに基づいて行われることを特徴とする評価するステ
ップと、
　前記ＦＯＯと確信度値との組み合わせにより順序付けられる少なくとも１つの提案され
た用語リストを戻すステップであって、前記複数の提案された用語リストは、前記用語／
フレーズが１以上の用語クラスタ内の用語に一致するときに、生成されるステップと
　を含むことを特徴とするコンピュータ実行可能方法。
【請求項２】
　前記エンティティは、コンピュータプログラムアプリケーションおよび／またはエンド
ユーザであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　クエリログから履歴クエリを収集するステップと、
　前記履歴クエリのうちの高ＦＯＯを伴う履歴クエリを決定するステップと
　をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記用語クラスタを作成する前に、
　前記用語ベクトルのサイズを縮小するステップと、
　前記用語ベクトルを正規化するステップと
　をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　評価するステップは、
　前記用語／フレーズと１つまたは複数の用語クラスタからの１つ（または複数）の用語
／フレーズとの間のマッチを識別するステップと、
　識別するステップに応答して、前記１つ（または複数）の用語／フレーズを含む１つ（
または複数）の関連語提案を生成するステップと
　をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記１つ（または複数）の関連語提案は、前記１つ（または複数）の用語／フレーズの
うちの用語／フレーズごとに、前記用語／フレーズが１組の調べられた履歴クエリ中で発
生する回数を示す出現度数値をさらに含むことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
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　前記用語クラスタを生成するステップは、
　前記各高ＦＯＯ履歴クエリを前記検索エンジンに送信して前記検索結果を取得するステ
ップと、
　前記各高ＦＯＯ履歴クエリに対応する少なくとも１サブセットの検索結果からフィーチ
ャを抽出するステップと、
　前記フィーチャから用語頻度および逆用語頻度に応じて用語ベクトルを生成するステッ
プと
　をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記フィーチャは、前記高ＦＯＯ履歴クエリ用語ごとにタイトル、簡単な説明、および
／またはコンテキストを含むことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記フィーチャを抽出するステップの検索結果のサブセットは、前記検索結果のうちの
上位順位付けされた結果を含むことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記用語クラスタは、第１の組の用語クラスタであり、前記方法は、
　前記用語／フレーズと前記複数の用語／フレーズとの間にマッチが存在しないことを判
定するステップと、
　前記判定するステップに応答して、
　各用語ベクトルが、前記検索エンジンに以前にサブミットされた１組の低ＦＯＯ履歴ク
エリに関連する検索結果から生成される用語ベクトルの計算された類似性から第２の組の
用語クラスタを作成するステップと、
　１つまたは複数の関連語提案を識別するために前記第２の組の用語クラスタのうちの用
語／フレーズを考慮して前記用語／フレーズを評価するステップと
　をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　作成するステップは、
　クエリログから調べられる履歴クエリから前記低ＦＯＯ履歴クエリを識別するステップ
と、
　少なくとも１サブセットの前記各低ＦＯＯ履歴クエリを前記検索エンジンに送信して検
索結果を取得するステップと、
　少なくとも１サブセットの検索結果からフィーチャを抽出するステップと、
　前記フィーチャから用語頻度および逆用語頻度に応じて前記用語ベクトルを生成するス
テップと
　をさらに含むことを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　クラスタリングの後に、
　前記用語／フレーズと高ＦＯＯ履歴クエリに基づいた前記第１の組の用語クラスタから
の１つ（または複数）の用語／フレーズとの間にマッチが存在しないことを判定するステ
ップと、
　前記判定するステップに応答して、前記用語／フレーズと低ＦＯＯ履歴クエリに基づい
た前記第２の組の１つまたは複数の用語クラスタからの１つ（または複数）の用語／フレ
ーズとの間のマッチを識別するステップと、
　識別するステップに応答して、前記１つ（または複数）の用語／フレーズを含む１つ（
または複数）の関連語提案を生成するステップと
　をさらに含むことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　プロセッサに、以下の方法を実行させるためのコンピュータ実行可能命令を格納したコ
ンピュータ読取り可能記憶媒体であって、前記方法は、
　マルチセンスクエリを介して、検索結果を調べるステップであって、
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　前記マルチセンスクエリが、以下のステップ、すなわち、
　サブミットした用語／フレーズに意味的に関連している用語／フレーズを判定するステ
ップであって、意味関係が、意味を判定するために、用語／フレーズの内容を検索するこ
とにより、発見されるステップと、
　出現度数（ＦＯＯ）のしきい値を構成するステップと、
　前記構成されたしきい値に基づき、高ＦＯＯ、または、低ＦＯＯを履歴クエリに割り振
るステップと、
　検索エンジンに以前にサブミットされた１組の高出現度数（ＦＯＯ）履歴クエリに関連
する検索結果から用語ベクトルを生成するステップと、
　用語ベクトルの計算された類似性に応じて用語クラスタを生成するステップであって、
前記計算された類似性であるｓｉｍ（ｑj、ｑk）は、以下の式、すなわち、

　に従って決定されるステップであって、
　式中で、ｄは、ベクトル次数を表し、ｑは、クエリを表し、ｋは、次数インデックスで
あり、
　ｉ番目のベクトルのｊ番目の用語についての重みｗは、以下の式、すなわち
　　ｗij＝ＴＦij×ｌｏｇ（Ｎ／ＤＦj）
　に従って計算され、
　式中で、ＴＦijは、用語頻度を表し、Ｎは、クエリ用語の合計数であり、ＤＦjは、ｉ
番目のベクトルのｊ番目の用語を含む抽出済みのフィーチャレコード数である前記決定さ
れるステップと
　を含む前記検索結果を調べるステップと、
　エンティティから用語／フレーズを受信したことに応答して、１つまたは複数の関連語
提案を識別するために、前記用語クラスタ中の用語／フレーズを考慮して、前記マルチセ
ンスクエリを介して前記用語／フレーズを評価するステップであって、前記識別すること
は、ＦＯＯと確信度値との組み合わせに基づいて行われることを特徴とする評価するステ
ップと、
　前記ＦＯＯと確信度値との組み合わせにより順序付けられる少なくとも１つの提案され
た用語リストを戻すステップであって、前記複数の提案された用語リストは、前記用語／
フレーズが１以上の用語クラスタ内の用語に一致するときに、生成されるステップと
　を含むことを特徴とするコンピュータ読取り可能記録媒体。
【請求項１４】
　前記エンティティは、コンピュータプログラムアプリケーションおよび／またはエンド
ユーザであることを特徴とする請求項１３に記載のコンピュータ読取り可能記録媒体。
【請求項１５】
　クエリログから履歴クエリ用語を収集するコンピュータ実行可能命令と、
　前記履歴クエリ用語のうちの高ＦＯＯを伴う履歴クエリ用語を決定するコンピュータ実
行可能命令と
　をさらに含むことを特徴とする請求項１３に記載のコンピュータ読取り可能記録媒体。
【請求項１６】
　前記用語クラスタを作成する前に、
　前記用語ベクトルのサイズを縮小するコンピュータ実行可能命令と、
　前記用語ベクトルを正規化するコンピュータ実行可能命令と
　をさらに含むことを特徴とする請求項１３に記載のコンピュータ読取り可能記録媒体。
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【請求項１７】
　マルチセンスクエリを介して、評価するステップは、
　前記用語／フレーズと１つまたは複数の用語クラスタからの１つ（または複数）の用語
／フレーズとの間のマッチを識別するコンピュータ実行可能命令と、
　識別するステップに応答して、前記１つ（または複数）の用語／フレーズを含む１つ（
または複数）の関連語提案を生成するコンピュータ実行可能命令と
　をさらに含むことを特徴とする請求項１３に記載のコンピュータ読取り可能記録媒体。
【請求項１８】
　前記１つ（または複数）の関連語提案は、前記１つ（または複数）の用語／フレーズの
うちの用語／フレーズごとに、前記用語／フレーズが１組の調べられた履歴クエリ中で発
生する回数を示す出現度数値をさらに含むことを特徴とする請求項１７に記載のコンピュ
ータ読取り可能記録媒体。
【請求項１９】
　前記用語クラスタを生成するステップは、
　前記各高ＦＯＯ履歴クエリを前記検索エンジンに送信して前記検索結果を取得するコン
ピュータ実行可能命令と、
　前記各高ＦＯＯ履歴クエリに対応する少なくとも１サブセットの検索結果からフィーチ
ャを抽出するコンピュータ実行可能命令と、
　前記フィーチャから用語頻度および逆用語頻度に応じて用語ベクトルを生成するコンピ
ュータ実行可能命令と
　をさらに含むことを特徴とする請求項１３に記載のコンピュータ読取り可能記録媒体。
【請求項２０】
　前記フィーチャは、前記高ＦＯＯ履歴クエリ用語ごとにタイトル、簡単な説明、および
／またはコンテキストを含むことを特徴とする請求項１９に記載のコンピュータ読取り可
能記録媒体。
【請求項２１】
　前記フィーチャを抽出するステップの検索結果のサブセットは、前記検索結果のうちの
上位順位付けされた結果を含むことを特徴とする請求項１９に記載のコンピュータ読取り
可能記録媒体。
【請求項２２】
　前記用語クラスタは、第１の組の用語クラスタであり、前記コンピュータ実行可能命令
は、
　前記用語／フレーズと前記複数の用語／フレーズとの間にマッチが存在しないことを判
定する命令と、
　前記判定するステップに応答して、
　各用語ベクトルが、前記検索エンジンに以前にサブミットされた１組の低ＦＯＯ履歴ク
エリに関連する検索結果から生成される用語ベクトルの計算された類似性から第２の組の
用語クラスタを作成する命令と、
　前記第２の組の用語クラスタのうちの用語／フレーズを考慮して前記用語／フレーズを
評価し、１つまたは複数の関連語提案を識別する命令と
　をさらに含むことを特徴とする請求項１３に記載のコンピュータ読取り可能記録媒体。
【請求項２３】
　第２の組の用語クラスタを作成するステップは、
　クエリログから調べられる履歴クエリから前記低ＦＯＯ履歴クエリを識別するコンピュ
ータ実行可能命令と、
　少なくとも１サブセットの前記各低ＦＯＯ履歴クエリを前記検索エンジンに送信して検
索結果を取得するコンピュータ実行可能命令と、
　少なくとも１サブセットの検索結果からフィーチャを抽出するコンピュータ実行可能命
令と、
　前記フィーチャから用語頻度および逆用語頻度に応じて前記用語ベクトルを生成するコ
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ンピュータ実行可能命令と
　をさらに含むことを特徴とする請求項２２に記載のコンピュータ読取り可能記録媒体。
【請求項２４】
　クラスタリングの後に、
　前記用語／フレーズと高ＦＯＯ履歴クエリに基づいた前記第１の組の用語クラスタから
の１つ（または複数）の用語／フレーズとの間にマッチが存在しないことを判定するコン
ピュータ実行可能命令と、
　前記判定するステップに応答して、前記用語／フレーズと低ＦＯＯ履歴クエリに基づい
た前記第２の組の１つまたは複数の用語クラスタからの１つ（または複数）の用語／フレ
ーズとの間のマッチを識別するコンピュータ実行可能命令と、
　識別するステップに応答して、前記１つ（または複数）の用語／フレーズを含む１つ（
または複数）の関連語提案を生成するコンピュータ実行可能命令と
　をさらに含むことを特徴とする請求項２３に記載のコンピュータ読取り可能記録媒体。
【請求項２５】
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリであって、前記プロセッサに、以下の方法を実行さ
せるためのコンピュータ実行可能命令を格納した前記メモリとを備え、
　前記方法は、
　マルチセンスクエリを介して、検索結果を調べるステップであって、
　前記マルチセンスクエリが、以下のステップ、すなわち、
　サブミットした用語／フレーズに意味的に関連している用語／フレーズを判定するステ
ップであって、意味関係が、意味を判定するために、用語／フレーズの内容を検索するこ
とにより、発見されるステップと、
　出現度数（ＦＯＯ）のしきい値を構成するステップと、
　前記構成されたしきい値に基づき、高ＦＯＯ、または、低ＦＯＯを履歴クエリに割り振
るステップと、
　検索エンジンに以前にサブミットされた１組の高出現度数（ＦＯＯ）履歴クエリに関連
する検索結果から用語ベクトルを生成するステップと、
　用語ベクトルの計算された類似性に応じて用語クラスタを生成するステップであって、
前記計算された類似性であるｓｉｍ（ｑj、ｑk）は、以下の式、すなわち、

　に従って決定されるステップであって、
　式中で、ｄは、ベクトル次数を表し、ｑは、クエリを表し、ｋは、次数インデックスで
あり、
　ｉ番目のベクトルのｊ番目の用語についての重みｗは、以下の式、すなわち
　　ｗij＝ＴＦij×ｌｏｇ（Ｎ／ＤＦj）
　に従って計算され、
　式中で、ＴＦijは、用語頻度を表し、Ｎは、クエリ用語の合計数であり、ＤＦjは、ｉ
番目のベクトルのｊ番目の用語を含む抽出済みのフィーチャレコード数である前記決定さ
れるステップと
　を含む前記検索結果を調べるステップと、
　エンティティから用語／フレーズを受信したことに応答して、１つまたは複数の関連語
提案を識別するために、前記用語クラスタ中の用語／フレーズを考慮して、前記マルチセ
ンスクエリを介して前記用語／フレーズを評価するステップであって、前記識別すること
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は、ＦＯＯと確信度値との組み合わせに基づいて行われることを特徴とする評価するステ
ップと、
　前記ＦＯＯと確信度値との組み合わせにより順序付けられる少なくとも１つの提案され
た用語リストを戻すステップであって、前記複数の提案された用語リストは、前記用語／
フレーズが１以上の用語クラスタ内の用語に一致するときに、生成されるステップと
　を含む、
　ことを特徴とするコンピューティングデバイス。
【請求項２６】
　前記エンティティは、コンピュータプログラムアプリケーションおよび／またはエンド
ユーザであることを特徴とする請求項２５に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項２７】
　クエリログから履歴クエリ用語を収集するコンピュータ実行可能命令と、
　前記履歴クエリ用語のうちの高ＦＯＯを伴う履歴クエリ用語を決定するコンピュータ実
行可能命令と
　をさらに含むことを特徴とする請求項２５に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項２８】
　前記用語クラスタを作成する前に、
　前記用語ベクトルのサイズを縮小するコンピュータ実行可能命令と、
　前記用語ベクトルを正規化するコンピュータ実行可能命令と
　をさらに含むことを特徴とする請求項２５に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項２９】
　評価するステップは、
　前記用語／フレーズと１つまたは複数の用語クラスタからの１つ（または複数）の用語
／フレーズとの間のマッチを識別するコンピュータ実行可能命令と、
　識別するステップに応答して、前記１つ（または複数）の用語／フレーズを含む１つ（
または複数）の関連語提案を生成するコンピュータ実行可能命令と
　をさらに含むことを特徴とする請求項２５に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項３０】
　前記１つ（または複数）の関連語提案は、前記１つ（または複数）の用語／フレーズの
うちの用語／フレーズごとに、前記用語／フレーズが１組の調べられた履歴クエリ中で発
生する回数を示す出現度数値をさらに含むことを特徴とする請求項２９に記載のコンピュ
ーティングデバイス。
【請求項３１】
　前記用語クラスタを生成するステップは、
　前記各高ＦＯＯ履歴クエリを前記検索エンジンに送信して前記検索結果を取得するコン
ピュータ実行可能命令と、
　前記各高ＦＯＯ履歴クエリに対応する少なくとも１サブセットの検索結果からフィーチ
ャを抽出するコンピュータ実行可能命令と、
　前記フィーチャから用語頻度および逆用語頻度に応じて用語ベクトルを生成するコンピ
ュータ実行可能命令と
　をさらに含むことを特徴とする請求項２５に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項３２】
　前記フィーチャは、前記高ＦＯＯ履歴クエリ用語ごとにタイトル、簡単な説明、および
／またはコンテキストを含むことを特徴とする請求項３１に記載のコンピューティングデ
バイス。
【請求項３３】
　前記フィーチャを抽出するステップの検索結果のサブセットは、前記検索結果のうちの
上位順位付けされた結果を含むことを特徴とする請求項３１に記載のコンピューティング
デバイス。
【請求項３４】
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　前記用語クラスタは、第１の組の用語クラスタであり、前記コンピュータ実行可能命令
は、
　前記用語／フレーズと前記複数の用語／フレーズとの間にマッチが存在しないことを判
定する命令と、
　前記判定するステップに応答して、
　各用語ベクトルが、前記検索エンジンに以前にサブミットされた１組の低ＦＯＯ履歴ク
エリに関連する検索結果から生成される用語ベクトルの計算された類似性から第２の組の
用語クラスタを作成する命令と、
　前記第２の組の用語クラスタのうちの用語／フレーズを考慮して前記用語／フレーズを
評価し、１つまたは複数の関連語提案を識別する命令と
　をさらに含むことを特徴とする請求項２５に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項３５】
　第２の組の用語クラスタを作成するステップは、
　クエリログから調べられる履歴クエリから前記低ＦＯＯ履歴クエリを識別するコンピュ
ータ実行可能命令と、
　少なくとも１サブセットの前記各低ＦＯＯ履歴クエリを前記検索エンジンに送信して検
索結果を取得するコンピュータ実行可能命令と、
　少なくとも１サブセットの検索結果からフィーチャを抽出するコンピュータ実行可能命
令と、
　前記フィーチャから用語頻度および逆用語頻度に応じて前記用語ベクトルを生成するコ
ンピュータ実行可能命令と
　をさらに含むことを特徴とする請求項３４に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項３６】
　クラスタリングの後に、
　前記用語／フレーズと高ＦＯＯ履歴クエリに基づいた前記第１の組の用語クラスタから
の１つ（または複数）の用語／フレーズとの間にマッチが存在しないことを判定するコン
ピュータ実行可能命令と、
　前記判定するステップに応答して、前記用語／フレーズと低ＦＯＯ履歴クエリに基づい
た前記第２の組の１つまたは複数の用語クラスタからの１つ（または複数）の用語／フレ
ーズとの間のマッチを識別するコンピュータ実行可能命令と、
　識別するステップに応答して、前記１つ（または複数）の用語／フレーズを含む１つ（
または複数）の関連語提案を生成するコンピュータ実行可能命令と
　をさらに含むことを特徴とする請求項３５に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項３７】
　プロセッサと、
　マルチセンスクエリを介して、検索結果を調べる手段であって、
　前記マルチセンスクエリが、以下の手段、すなわち、
　サブミットした用語／フレーズに意味的に関連している用語／フレーズを判定するステ
ップであって、意味関係が、意味を判定するために、用語／フレーズの内容を検索するこ
とにより、発見される手段と、
　出現度数（ＦＯＯ）のしきい値を構成する手段と、
　前記構成されたしきい値に基づき、高ＦＯＯ、または、低ＦＯＯを履歴クエリに割り振
る手段と、
　検索エンジンに以前にサブミットされた１組の高出現度数（ＦＯＯ）履歴クエリに関連
する検索結果から用語ベクトルを生成する手段と、
　用語ベクトルの計算された類似性に応じて用語クラスタを生成する手段であって、前記
計算された類似性であるｓｉｍ（ｑj、ｑk）は、以下の式、すなわち、
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　に従って決定される手段であって、
　式中で、ｄは、ベクトル次数を表し、ｑは、クエリを表し、ｋは、次数インデックスで
あり、
　ｉ番目のベクトルのｊ番目の用語についての重みｗは、以下の式、すなわち
　　ｗij＝ＴＦij×ｌｏｇ（Ｎ／ＤＦj）
　に従って計算され、
　式中で、ＴＦijは、用語頻度を表し、Ｎは、クエリ用語の合計数であり、ＤＦjは、ｉ
番目のベクトルのｊ番目の用語を含む抽出済みのフィーチャレコード数である前記決定さ
れる手段と
　を含む前記検索結果を調べる手段と、
　エンティティから用語／フレーズを受信したことに応答して、１つまたは複数の関連語
提案を識別するために、前記用語クラスタ中の用語／フレーズを考慮して、前記マルチセ
ンスクエリを介して前記用語／フレーズを評価する手段であって、前記識別することは、
ＦＯＯと確信度値との組み合わせに基づいて行われることを特徴とする評価する手段と、
　前記ＦＯＯと確信度値との組み合わせにより順序付けられる少なくとも１つの提案され
た用語リストを戻す手段であって、前記複数の提案された用語リストは、前記用語／フレ
ーズが１以上の用語クラスタ内の用語に一致するときに、生成される手段と
　を含む、
　ことを特徴とするコンピューティングデバイス。
【請求項３８】
　前記エンティティは、コンピュータプログラムアプリケーションおよび／またはエンド
ユーザであることを特徴とする請求項３７に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項３９】
　クエリログから履歴クエリ用語を収集する収集手段と、
　前記履歴クエリ用語のうちの高ＦＯＯを伴う履歴クエリ用語を決定する決定手段と
　をさらに備えることを特徴とする請求項３７に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項４０】
　前記評価手段は、
　前記用語／フレーズと１つまたは複数の用語クラスタからの１つ（または複数）の用語
／フレーズとの間のマッチを識別する識別手段と、
　識別するステップに応答して、前記１つ（または複数）の用語／フレーズを含む１つ（
または複数）の関連語提案を生成する生成手段と
　をさらに備えることを特徴とする請求項３７に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項４１】
　前記用語クラスタを生成する前記生成手段は、
　前記各高ＦＯＯ履歴クエリを前記検索エンジンに送信して前記検索結果を取得する送信
手段と、
　前記各高ＦＯＯ履歴クエリに対応する少なくとも１サブセットの検索結果からフィーチ
ャを抽出する抽出手段と、
　前記フィーチャから用語ベクトルを生成する生成手段と
　をさらに備えることを特徴とする請求項３７に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項４２】
　前記用語クラスタは、第１の組の用語クラスタであり、前記コンピューティングデバイ
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スは、
　前記用語／フレーズと前記複数の用語／フレーズとの間にマッチが存在しないことを判
定する判定手段と、
　前記判定するステップに応答して、
　各用語ベクトルが、前記検索エンジンに以前にサブミットされた１組の低ＦＯＯ履歴ク
エリに関連する検索結果から生成される用語ベクトルの計算された類似性から第２の組の
用語クラスタを作成する作成手段と、
　前記第２の組の用語クラスタのうちの用語／フレーズを考慮して前記用語／フレーズを
評価し、１つまたは複数の関連語提案を識別する評価手段と
　をさらに備えることを特徴とする請求項３７に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項４３】
　前記用語／フレーズと高ＦＯＯ履歴クエリに基づいた前記第１の組の用語クラスタから
の１つ（または複数）の用語／フレーズとの間にマッチが存在しないことを計算する計算
手段と、
　前記計算するステップに応答して、前記用語／フレーズと低ＦＯＯ履歴クエリに基づい
た前記第２の組の１つまたは複数の用語クラスタからの１つ（または複数）の用語／フレ
ーズとの間のマッチを識別する識別手段と、
　識別するステップに応答して、前記１つ（または複数）の用語／フレーズを含む１つ（
または複数）の関連語提案を生成する生成手段と
　をさらに備えることを特徴とする請求項４２に記載のコンピューティングデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明のシステムおよび方法は、データマイニングに関する。
【背景技術】
【０００２】
　キーワードまたはフレーズは、ＷＷＷ（ワールドワイドウェブ）上の関連したウェブペ
ージ／サイトを求めて検索する際におけるウェブサーファ（Ｗｅｂ　ｓｕｒｆｅｒ）が検
索エンジンにサブミット（ｓｕｂｍｉｔ）する単語または１組の用語である。検索エンジ
ンは、そのページ／サイト上に現れるこれらのキーワードおよびキーワードフレーズに基
づいてウェブサイトの関連性を決定する。ウェブサイトトラフィックのかなりの割合は、
検索エンジンの使用からもたらされるので、ウェブサイトプロモータは、適切なキーワー
ド／フレーズの選択が、サイトトラフィックを増加させて所望のサイトを見せるために不
可欠であることを知っている。検索エンジン結果最適化（ｓｅａｒｃｈ　ｅｎｇｉｎｅ　
ｒｅｓｕｌｔ　ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ）のためにウェブサイトに関連するキーワード
を識別する技法は、例えばウェブサイトのコンテンツ、および関連したキーワードを識別
する目的の人間による評価を含んでいる。この評価には、キーワード人気ツール（ｋｅｙ
ｗｏｒｄ　ｐｏｐｕｌａｒｉｔｙ　ｔｏｏｌ）の使用を含むこともある。かかるツールは
、どれだけ多くの人々が、検索エンジンに対するキーワードを含めて、特定のキーワード
またはフレーズをサブミットしたかを決定する。そのウェブサイトに関連しており、検索
クエリを生成するに際して非常に頻繁に使用されると決定されたキーワードが、一般にそ
のウェブサイトに関して検索エンジン結果最適化のために選択される。
【０００３】
　そのウェブサイトの検索エンジン結果最適化のために１組のキーワードを識別した後に
、プロモータは、その検索エンジン結果中で（他のウェブサイトの検索エンジン結果の表
示位置に比べて）さらに高い位置にウェブサイトを進めたいと望むこともある。この目的
を達成するために、このプロモータは、この１つ（または複数）のキーワードに値を付け
て、ウェブサーファがこの１つ（または複数）のキーワードに関連するこのプロモータの
リストをクリックするたびに、このプロモータがいくら支払うかを指し示す。換言すれば
、キーワードの入札が、ペイパークリック入札（ｐａｙ－ｐｅｒ－ｃｌｉｃｋ　ｂｉｄ）
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になっている。この同じキーワードについての他の入札に比べてこのキーワード入札の金
額が多額になればなるほど、この検索エンジンは、このキーワードに基づいて検索結果中
でより高い位置に（重要性に関してより目立つように）この関連するウェブサイトを表示
することになる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　以上に鑑みて、ウェブサイトコンテンツに関連したキーワードをより良好に識別するシ
ステムおよび方法があれば、ウェブサイトプロモータによって歓迎されるはずである。こ
れにより、これらのプロモータは、ユーザの好ましい用語を入札することができるように
なる。これらのシステムおよび方法が、人間がウェブサイトコンテンツを評価して、検索
エンジン最適化およびキーワード入札のための関連したキーワードを識別する必要性と無
関係になるとすれば、それは理想的である。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　関連語提案（ｒｅｌａｔｅｄ　ｔｅｒｍ　ｓｕｇｇｅｓｔｉｏｎ）についてのシステム
および方法について説明している。一態様においては、用語クラスタ（ｔｅｒｍ　ｃｌｕ
ｓｔｅｒ）が、用語ベクトル（ｔｅｒｍ　ｖｅｃｔｏｒ）の計算された類似性に応じて生
成される。検索結果から生成されている各用語ベクトルは、検索エンジンに以前にサブミ
ットされた１組の高ＦＯＯ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｏｆ　ｏｃｃｕｒｒｅｎｃｅ出現度数
）履歴クエリに関連したものである。あるエンティティから用語／フレーズを受信するの
に応答して、この用語／フレーズを、用語クラスタ中の用語／フレーズに鑑みて評価して
、１つまたは複数の関連語提案を識別する。
【０００６】
　図面中において、コンポーネント参照番号のいちばん左側の桁は、そのコンポーネント
が最初に現れる特定の図面を識別している。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　概要　
　関連した用語／フレーズを提案する最も簡単な方法は、サブストリングマッチングアプ
ローチ（ｓｕｂｓｔｒｉｎｇ　ｍａｔｃｈｉｎｇ　ａｐｐｒｏａｃｈ）を使用することで
あると思われ、このアプローチは、１つの用語／フレーズが、別の用語／フレーズの単語
の一部または全部を含むときに２つの用語／フレーズが関連していると判断するものであ
る。しかし、この技法は、実質的には制限されている。関連語は、共通の単語を含む必要
がないので、この方法は、多くの意味的に関連した用語を無視してしまうこともある。例
えば、履物会社が「ｓｈｏｅ（靴）」についての関連語を知りたいと思うことについて考
察してみる。従来のマッチングアプローチが使用される場合には、「ｗｏｍｅｎ’ｓ　ｓ
ｈｏｅｓ（婦人靴）」、「ｄｉｓｃｏｕｎｔ　ｓｈｏｅｓ（ディスカウント靴）」などだ
けしか提案されないことになる。しかし、「ｓｎｅａｋｅｒｓ（スニーカ）」、「ｈｉｋ
ｉｎｇ　ｂｏｏｔｓ（ハイキングブーツ）」、「Ｎｉｋｅ（ナイキ）」などの他の多くの
関連語も存在する。
【０００８】
　マルチセンスクエリについての関連語を提案するための以下のシステムおよび方法は、
従来のサブストリングマッチング技法のこれらの制限に対処している。この目的を達成す
るためにこれらのシステムおよび方法では、エンドユーザ（例えば、ウェブサイトプロモ
ータ、広告主など）がサブミットした用語／フレーズに意味的に関連している用語／フレ
ーズについての情報を得るために検索エンジン結果が調べられる。この意味的な関係につ
いては、用語／フレーズの意味を考慮することができる用語／フレーズを取り巻くコンテ
キスト（例えば、テキストなど）をこれらの検索エンジン結果から調べることによって構
築することができる。より詳細には、１組のクエリ用語を履歴クエリログから集めて、そ
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れらの出現度数（ＦＯＯ）がカウントされる。これらのクエリ用語は、１つずつその検索
エンジンにサブミットされる。一実装形態においては、このサブミットされた履歴クエリ
ログ用語は、他の履歴クエリログ用語の出現度数に比べて相対的に高い出現度数を有して
いる。
【０００９】
　これらのサブミットされた各クエリを受信するのに応答して、この検索エンジンは、こ
のサブミットされたクエリの周囲のＵＲＬ、結果タイトル、各結果の簡単な説明および／
またはコンテキストを含めて、検索結果の順位付けされたリストを返す。検索エンジン結
果が受信された後に、これらのシステムおよび方法は、これらの返された検索結果（例え
ば、１つまたは複数の上位に順位付けされた結果）のうちの選択された結果から１組のフ
ィーチャ（キーワードおよび知られているＴＦＩＤＦ技法を使用して計算される対応する
重み）を抽出する。これらのサブミットされた検索クエリからの対応する検索エンジン結
果のフィーチャを抽出した後に、これらの抽出されたフィーチャが正規化される。これら
の正規化されたフィーチャを使用して、各サブミットされたクエリが表され、またこれら
の正規化されたフィーチャをテキストクラスタリングアルゴリズム（ｔｅｘｔ　ｃｌｕｓ
ｔｅｒｉｎｇ　ａｌｇｏｒｉｔｈｍ）中で使用して、サブミットされたクエリ用語がクラ
スタにグループ化される。
【００１０】
　そのエンドユーザからこの用語／フレーズを受信するのに応答して、この用語／フレー
ズは、これらの用語クラスタ中の各用語／フレーズと比較される。これらの用語クラスタ
は互いにコンテキスト的に関連した用語を含んでいるので、この用語／フレーズがこれら
クラスタ内の用語と比較されるときに、この用語／フレーズは、任意の複数の関連したコ
ンテキストまたは「意味」に鑑みて評価される。一実装形態においては、用語／フレーズ
がクラスタからの用語とマッチングする場合、このクラスタは、提案される用語リストの
形でそのエンドユーザに返される。この提案される用語リストは、この用語／フレーズと
、各用語／フレーズ間の類似性評価値（確信度値）と、各用語／フレーズの出現度数（Ｆ
ＯＯ）とに意味的および／またはコンテキスト的に関連づけて決定される用語／フレーズ
を含んでいる。この返されたリストは、ＦＯＯおよび確信度値の組合せによって順序付け
られる。この用語／フレーズが、複数の用語クラスタ中の用語とマッチングする場合には
、複数の提案される用語リストが生成される。これらのリストは、これらのクラスタサイ
ズによって順序付けられる。また各リスト内の用語は、ＦＯＯおよび確信度値の組合せに
よって順序付けられる。マッチングクラスタが識別されない場合には、このクエリ用語は
さらに、低ＦＯＯのクエリ用語から生成される拡張クラスタに対してマッチングが行われ
る。
【００１１】
　一実装形態においては、低ＦＯＯを伴うクエリ用語は、高出現度数の履歴クエリログ用
語から生成される用語クラスタについて分類機構（ｃｌａｓｓｉｆｉｅｒ）（例えば、Ｋ
個の最近接分類機構）をトレーニングすることによってクラスタ化される。低出現度数を
有すると決定された履歴クエリ用語が、１つずつこの検索エンジンに対してサブミットさ
れる。次いで、フィーチャが、この返された検索結果のうちの選択された結果（例えば、
第１の上位に順位付けされたウェブページなど）から抽出される。この抽出されたフィー
チャは正規化され、これを使用して低ＦＯＯを伴うクエリ用語が表される。次いで、これ
らのクエリ用語を既存のクラスタに分類して、このトレーニングされた分類機構に基づい
て拡張クラスタが生成される。次いでこのエンドユーザがサブミットした用語／フレーズ
をこれらの拡張クラスタに鑑みて評価して、提案される用語リストを識別しこのエンドユ
ーザに返す。
【００１２】
　次に、マルチセンスクエリについての関連した用語／キーワードを提案するためのこれ
らおよび他の態様のシステムおよび方法について、より詳細に説明する。
【００１３】
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　例示のシステム　
　図面を参照すると、マルチセンスクエリについての関連語を提案するためのシステムお
よび方法が、適切なコンピューティング環境において実装されるものとして説明され示さ
れている。図面では、同様な参照番号は、同様なエレメントを示している。必要という訳
ではないが、本発明は、パーソナルコンピュータによって実行されるコンピュータ実行可
能命令（プログラムモジュール）の一般的な文脈で説明される。プログラムモジュールは
一般に、特定のタスクを実施し、または特定の抽象データ型を実装するルーチン、プログ
ラム、オブジェクト、コンポーネント、データ構造などを含んでいる。システムおよび方
法は、前述の文脈で説明されるが、以降に説明する動作およびオペレーションは、ハード
ウェアで実装することもできる。
【００１４】
　図１は、マルチセンスクエリについての関連語を提案するための例示のシステム１００
を示している。この実装形態においては、システム１００は、ネットワーク１０４を横切
ってクライアントコンピューティングデバイス１０６に結合されたＥＶＳ（ｅｄｉｔｏｒ
ｉａｌ　ｖｅｒｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｓｅｒｖｅｒ編集検証サーバ）１０２を含んでいる
。例えばクライアントコンピューティングデバイス１０６から、またはＥＶＳ１０２上で
実行される別のアプリケーション（図示せず）から用語／フレーズ１０８を受信するのに
応答して、ＥＶＳ１０２は、提案される用語リスト１１０を生成し、このクライアントコ
ンピューティングデバイス１０６に伝えて、これによりエンドユーザは、この用語／フレ
ーズに実際に入札するのに先立ってこの用語／フレーズ１０８に意味的／コンテキスト的
に関連する１組の用語を評価できるようになる。ネットワーク１０４は、オフィス、企業
規模のコンピュータネットワーク、イントラネット、およびインターネットにおいて一般
的になっている通信環境など、ＬＡＮ（ローカルエリアネットワーク）通信環境、および
一般的なＷＡＮ（ワイドエリアネットワーク）通信環境の任意の組合せを含むことができ
る。システム１００が、クライアントコンピューティングデバイス１０６を含むとき、こ
のクライアントコンピューティングデバイスは、パーソナルコンピュータ、ラップトップ
、サーバ、モバイルコンピューティングデバイス（例えば、セルラ電話、携帯情報端末（
ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄｉｇｉｔａｌ　ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、またはハンドヘルドコンピ
ュータ）など、どのようなタイプのコンピューティングデバイスでもよい。
【００１５】
　提案される用語リスト１１０は、例えば、この用語／フレーズ１０８と、各用語／フレ
ーズ１０８間の類似性評価値（確信度値）と、各用語／フレーズ出現度数（ＦＯＯ）（履
歴クエリログにおける頻度）とに関連していると決定された用語／フレーズを含んでいる
。関連した用語／フレーズを識別し、類似性評価値を生成し、ＦＯＯ値を生成するための
技法については、キーワードマイニング（ｋｅｙｗｏｒｄ　ｍｉｎｉｎｇ）、フィーチャ
抽出、および用語クラスタリングとタイトルが付けられたセクションに関連して以下で非
常に詳細に説明している。
【００１６】
　表１は、「ｍａｉｌ（メール）」の用語／フレーズ１０８に関連していると決定された
用語の例示の提案される用語リスト１１０を示している。用語／フレーズ１０８に関連し
た用語は、この実施例においては、提案される用語とタイトルが付けられたカラム１中に
示される。
【００１７】
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【表１】

【００１８】
　表１を参照すると、この提案される用語リスト中の用語は、用語類似性値（「類似性」
とタイトルの付けられたカラム２を参照）と出現度数スコア（「頻度」とタイトルが付け
られたカラム３を参照）にマッピングされることに留意されたい。「用語クラスタリング
」とタイトルが付けられたセクション中において以下で説明しているように計算された各
用語の類似性値は、対応する提案される用語（カラム１）とこの実施例においては「ｍａ
ｉｌ」となる用語／フレーズ１０８との間の類似性評価値を提供する。各頻度値またはス
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コアは、この提案される用語が履歴クエリログ中に現れる回数を指し示す。この提案され
る用語リストは、用語の類似性、および／またはビジネスゴールに応じた出現度数スコア
に応じてソートされる。
【００１９】
　所与の任意の用語／フレーズ１０８（例えば、ｍａｉｌなど）は、その内部で入札用語
を使用することができる複数のコンテキストを有することもある。これを明らかにするた
めに、ＳＴＳモジュール１１２は、どの提案される用語の提案される用語リスト１１０が
用語／フレーズ１０８の複数のコンテキストのうちのどれに対応するかについての指示を
提供する。例えば、表１を参照すると、「ｍａｉｌ」の用語／フレーズ１０８は、２つの
コンテキスト、すなわち（１）従来のオフラインメール、および（２）オンライン電子メ
ールを有する。関連語の各リストが、これらの２つの各入札用語コンテキストについて示
されることに留意されたい。
【００２０】
　さらに、任意の用語／フレーズ１０８についての提案される用語は、入札用語の同義語
以上のものとすることができる。例えば、表１を参照すると、この提案される用語「ｕｓ
ｐｓ」は、メールを扱う組織についての頭字語（ａｃｒｏｎｙｍ）であるが、入札用語「
ｍａｉｌ（メール）」についての同義語ではない。しかし、「ｕｓｐｓ」は、「ｍａｉｌ
」入札用語に非常に関連した用語でもあり、したがってこの提案される用語リスト１１０
中に示される。一実装形態においては、ＳＴＳモジュール１１２は、関連付けルール、す
なわちｉｔｒ（Ｔ）→ｉｔｒ（Ｒ）に応じて関連語Ｒ（例えば「ｕｓｐｓ」）とターゲッ
ト用語Ｔ（例えば「ｍａｉｌ」）の間の関係を決定し、式中で「ｉｔｒ」は、「関心があ
る（ｉｎｔｅｒｅｓｔｅｄ　ｉｎ）」を表している。ユーザ（広告主、および／またはウ
ェブサイトプロモータなど）が、Ｒに関心がある場合、このユーザは、Ｔにも関心がある
ことになる。
【００２１】
　ＥＶＳ１０２は、提案される用語リスト１１０を生成するいくつかのコンピュータプロ
グラムモジュールを含んでいる。このコンピュータプログラムモジュールは、例えば、Ｓ
ＴＳ（ｓｅａｒｃｈ　ｔｅｒｍ　ｓｕｇｇｅｓｔｉｏｎ検索用語提案）モジュール１１２
および分類モジュール１１４を含んでいる。ＳＴＳモジュール１１２は、クエリログ１１
８から１組の履歴クエリ１１６を検索する。この履歴クエリは、検索エンジンに対して以
前にサブミットされた検索クエリ用語を含んでいる。ＳＴＳモジュール１１２は、出現度
数に応じて履歴クエリ１１６を評価して、高出現度数（ＦＯＯ）検索用語１２０と相対的
により低い出現度数検索用語１２２を識別する。この実装形態においては、構成可能なし
きい値を使用して、履歴クエリが比較的より高い出現度数を有するか、それとも低い出現
度数を有するかを判定する。例えば、少なくともしきい値回数だけ現れる履歴クエリ１１
６中の検索クエリ用語は、高出現度数を有していると言われる。同様に、しきい値回数よ
りも少なくしか現れない履歴クエリ１１６中の検索クエリ用語は、低出現度数を有してい
ると言われる。図では、かかるしきい値は、「他のデータ」１２４の各部分として示され
る。
【００２２】
　キーワードマイニングおよびフィーチャ抽出　
　ＳＴＳモジュール１１２は、各クエリ（検索クエリ１２８）を１つずつ検索エンジン１
２６にサブミットすることにより、意味的／コンテキスト的な意味の高出現度数クエリ用
語１２０を調べる。検索クエリ１２８を受信するのに応答して、検索エンジン１２６は、
検索結果１３０中の（番号を構成可能な）順位付けされたリストをＳＴＳモジュール１１
２に返す。この順位付けされたリストは、サブミットされた検索クエリ１２８に関連した
ＵＲＬ、結果タイトル、簡単な説明および／またはクエリ用語のコンテキストを含んでい
る。この順位付けされたリストは、検索結果１３２に記憶される。かかる検索結果の取出
しは検索クエリ１２８ごとに行われる。
【００２３】
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　ＳＴＳモジュール１１２は、ウェブページのＨＴＭＬ（ハイパーテキストマークアップ
言語）を解析して各取り出された検索結果１３２からクエリ用語１２０ごとにそのＵＲＬ
、結果タイトル、簡単な説明および／またはそのクエリ用語のコンテキストを抽出する。
このＵＲＬ、結果タイトル、簡単な説明および／またはそのクエリ用語のコンテキスト、
ならびにこの取り出された検索結果１３２を取得するために使用される検索クエリ１２８
は、抽出されたフィーチャ１３４の各レコードにＳＴＳモジュール１１２によって記憶さ
れる。
【００２４】
　高出現度数クエリ用語１２０についての検索結果１３０を解析した後に、ＳＴＳモジュ
ール１１２は、抽出されたフィーチャ１３４上でテキスト前処理オペレーションを実施し
て、この抽出されたフィーチャから言語トークンを生成（トークン化）して個別のキーワ
ードに入れる。これらのトークンのサイズを縮小するために、ＳＴＳモジュール１１２は
、どのようなストップ語句（ｓｔｏｐ－ｗｏｒｄ）（例えば、「ｔｈｅ」、「ａ」、「ｉ
ｓ」など）も除去し、共通の接尾辞を除去して、例えば知られているポーターステミング
アルゴリズム（Ｐｏｒｔｅｒ　ｓｔｅｍｍｉｎｇ　ａｌｇｏｒｉｔｈｍ）を使用してこれ
らのキーワードを正規化する。ＳＴＳモジュール１１２は、この結果得られる抽出された
フィーチャ１３４を１つまたは複数の用語ベクトル１３６に構成する。
【００２５】
　各用語ベクトル１３６は、ＴＦＩＤＦ（ｔｅｒｍ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ａｎｄ　ｉｎ
ｖｅｒｔｅｄ　ｄｏｃｕｍｅｎｔ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ用語頻度および逆ドキュメント頻
度）スコアに基づいたサイズを有する。ｉ番目のベクトルのｊ番目のキーワードについて
の重みは、次式のように計算される。
【００２６】
　　ｗｉｊ＝ＴＦｉｊｘｌｏｇ（Ｎ／ＤＦｊ）　
式中で、ＴＦｉｊは用語頻度（ｉ番目のレコードにおけるキーワードｊの出現回数）を表
し、Ｎは、クエリ用語の合計数であり、ＤＦｊは、キーワードｊを含むレコード数である
。
【００２７】
　用語クラスタリング　
　ＳＴＳモジュール１１２は、類似の用語をグループ化して用語ベクトル１３６から用語
クラスタ１３８を生成する。この目的を達成するために、この実装形態においては、各用
語のベクトル表現を仮定して、コサインファンクションを使用して１対の用語の間の類似
性を評価する（これらのベクトルが正規化されていることを想起されたい）。
【００２８】
【数１】

【００２９】
したがって、２つの用語間の距離（類似性評価値）は、次式のように定義される。
【００３０】
　　ｄｉｓｔ（ｑｊ，ｑｋ）＝１－ｓｉｍ（ｑｊ，ｑｋ）　
かかる類似性評価値は、「他のデータ」１２４の各部分として示されている。かかる例示
の類似性値は、表１の例示の提案される用語リスト１１０に示されている。
【００３１】
　ＳＴＳモジュール１１２は、この計算された１つ（または複数）の類似性評価値を使用
して、キーワードベクトル１３４によって表される用語をクラスタ／グループ化して１つ
（または複数）の用語クラスタ１３８に入れる。より詳細には、この実装形態において、
ＳＴＳモジュール１１２は、知られているＤＢＳＣＡＮ（ｄｅｎｓｉｔｙ－ｂａｓｅｄ　
ｃｌｕｓｔｅｒｉｎｇ　ａｌｇｏｒｉｔｈｍ密度ベースのクラスタリングアルゴリズム）
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を使用して、１つ（または複数）の用語クラスタ１３８を生成する。ＤＢＳＣＡＮは、２
つのパラメータ、すなわちＥｐｓおよびＭｉｎＰｔｓを使用する。Ｅｐｓは、クラスタ１
３８中のポイント間の最大距離を表す。ここでは、その尾部がその起点に移動されるとき
に各ベクトルはそのベクトルの頭部のポイントによって表現することができるので、ポイ
ントは、ベクトルと等価である。ＭｉｎＰｔｓは、クラスタ１３８中の最小ポイント数を
表す。クラスタ１３８を生成するためには、ＤＢＳＣＡＮは、任意ポイントｐを用いて開
始され、ＥｐｓおよびＭｉｎＰｔｓに関してｐからの密度の影響が及ぶすべてのポイント
を取り出す。ｐがコアポイントである場合、このプロシージャは、ＥｐｓおよびＭｉｎＰ
ｔｓに関するクラスタ１３８をもたらす。ｐが境界ポイントである場合には、ｐからの密
度の影響が及ぶポイントは存在せず、ＤＢＳＣＡＮは、次のポイントを訪れることになる
。
【００３２】
　用語マッチング　
　エンドユーザ（例えば、広告主、ウェブサイトプロモータなど）から用語／フレーズ１
０８を受信するのに応答して、ＳＴＳモジュール１１２は、用語／フレーズ１０８を用語
クラスタ１３８中の各用語／フレーズと比較する。用語クラスタ１３８は、互いにコンテ
キスト的に関連した用語を含んでいるので、用語／フレーズ１０８は、複数の関連した履
歴コンテキスト、または「意味」に鑑みて評価される。一実装形態においては、用語／フ
レーズ１０８がクラスタ１３８からの用語／フレーズとマッチングするとＳＴＳモジュー
ル１１２が判定した場合、検索用語提案モジュール１１２は、クラスタ１３８から提案さ
れる用語リスト１１０を生成する。この実装形態においては、マッチは、厳密なマッチで
もよく、また単数形／複数形、スペルの誤り、句読点マークなどわずかな数の変形を伴う
マッチでもよい。この返されたリストは、ＦＯＯと確信度値の組合せによって順序づけさ
れる。
【００３３】
　用語／フレーズ１０８が複数の用語クラスタ１３８中の用語とマッチしているとＳＴＳ
モジュール１１２が判定する場合、検索用語提案モジュール１１２は、用語クラスタ１３
８の複数のクラスタ中の用語から複数の提案される用語リスト１１０を生成する。このリ
ストは、そのクラスタサイズによって順序付けられる。また、各リスト内のこれらの用語
は、ＦＯＯと確信度値の組合せによって順序付けられる。
【００３４】
　低ＦＯＯ用語の分類　
　高出現度数（ＦＯＯ）クエリ用語１２０から生成された用語クラスタ１３８が、エンド
ユーザの入力用語／フレーズ１０８に対する同じ用語を含んでいないときには、分類モジ
ュール１１４は、提案される用語リスト１１０を生成する。この目的を達成するために、
分類モジュール１１４は、高出現度数（ＦＯＯ）クエリログ用語１２０から生成された用
語クラスタ１３８からトレーニングされた分類機構１４０を生成する。用語クラスタ１３
８中の用語は、すでに分類オペレーションにとって適切なベクトル空間モデル中の対応す
るキーワードベクトルを有している。さらにストップ語句除去、およびワードステミング
（ｗｏｒｄ　ｓｔｅｍｍｉｎｇ）（接尾辞除去）が、（クラスタ１３８が基づいている）
用語ベクトル１３６のサイズを縮小している。一実装形態においては、追加のサイズ縮小
技法、例えばフィーチャ選択または再パラメータ化を使用することができる。
【００３５】
　この実装形態においては、クラスが知られていないクエリ用語１２０を分類するために
、分類モジュール１１４は、ｋ－最近接分類機構アルゴリズム（ｋ－Ｎｅａｒｅｓｔ　Ｎ
ｅｉｇｈｂｏｒ　ｃｌａｓｓｉｆｉｅｒ　ａｌｇｏｒｉｔｈｍ）を使用して、それらの対
応するフィーチャベクトルを用いてすべてのクラスが知られているクエリ用語１２０中の
ｋ個の最も類似した近接用語を見出し、この近接用語のクラスラベルの重み付けされた大
多数を使用して、この新しいクエリ用語のクラスを予測する。ここで、すでに用語クラス
タ１３８中に存在する各クエリ用語にはそれらの対応するクラスタラベルと同じラベルが
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割り当てられるが、各クラスタ１３８は、簡単な連続番号でラベル付けされる。これらの
近接用語は、Ｘに対する各近接用語の類似性を使用して重み付けされ、ここで、類似性は
、ユークリッド距離（Ｅｕｃｌｉｄｅａｎ　ｄｉｓｔａｎｃｅ）、または２つのベクトル
間のコサイン値によって評価される。このコサイン類似性は、以下のように表される。
【００３６】
【数２】

【００３７】
式中で、Ｘは、テスト用語、すなわちベクトルとして表現される分類すべきクエリ用語で
ある。Ｄｊは、ｊ番目のトレーニング用語である。ｔｉは、ＸとＤｊによって共有される
単語である。ｘｉは、Ｘ中のキーワードｔｉの重みである。ｄｉｊは、Ｄｊ中のキーワー
ドｔｉの重みである。
【００３８】

【数３】

【００３９】
は、Ｘのノルム（ｎｏｒｍ）であり、｜｜Ｄｊ｜｜２はＤｊのノルムである。したがって
、このテスト用語Ｘのクラスラベルは、すべての近接用語のうちの重み付けされた大多数
の近接用語のクラスラベルである。
【００４０】

【数４】

【００４１】
　別の実装形態においては、最近接分類技法以外の（例えば、回帰モデル（ｒｅｇｒｅｓ
ｓｉｏｎ　ｍｏｄｅｌ）、ベイジアン分類機構（Ｂｅｙｅｓｉａｎ　ｃｌａｓｓｉｆｉｅ
ｒ）、判断木、ニューラルネットワーク、およびサポートベクトルマシンを含めて）異な
る統計的分類および機械学習技法を使用して、トレーニングされた分類機構１４０が生成
される。
【００４２】
　分類モジュール１１４は、（各検索クエリ１２８を介して）１つずつ、低出現度数（Ｆ
ＯＯ）クエリ用語１２２を検索エンジン１２６にサブミットする。特定の検索クエリ１２
８に関連する検索結果１３０を受信し、すでに説明した技法を使用するのに応答して、分
類モジュール１１４は、この検索結果１３０によって識別される１つまたは複数の取り出
された検索結果１３２からフィーチャを抽出する（フィーチャ１３４を抽出している）。
この実装形態においては、フィーチャは、第１の上位順位付けされた検索結果１３２から
抽出される。取り出され解析された検索結果１３２ごとに、分類モジュール１１４は、抽
出済みのフィーチャ１３４の各レコード中の以下の情報、すなわちこのクエリ用語のＵＲ
Ｌ、結果タイトル、簡単な説明および／またはコンテキスト、ならびにこの取り出された
検索結果１３２を取得するために使用される検索クエリ１２８を記憶する。次に、分類モ
ジュール１１４は、トークン化を行い、サイズを縮小し、低ＦＯＯクエリ用語１２２から
導き出された抽出済みのフィーチャを正規化して用語ベクトル１３６を生成する。次いで
、分類モジュール１１４は、これらのクエリ用語をクラスタ化して各組のクラスタ１３８
に入れる。このクラスタリングオペレーションは、（高ＦＯＯクエリ用語１２０から生成
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された）トレーニングされた分類機構１４０を使用して実施される。
【００４３】
　分類モジュール１１４は、（低ＦＯＯクエリ用語１２２に基づいて生成される）これら
の拡張された用語クラスタに鑑みてエンドユーザがサブミットした用語／フレーズ１０８
を評価して、１つまたは複数の提案される用語リスト１１０を識別しこのエンドユーザに
対して返す。かかる例示のプロシージャは、用語マッチングの項にて説明しており、以下
のセクションにおいても説明する。
【００４４】
　例示のプロシージャ　
　図２は、マルチセンスクエリについての関連語を提案するための例示のプロシージャ２
００を示している。説明の目的で、このプロシージャのオペレーションについて、図１の
コンポーネントに関連して考察する。（すべての参照番号は、このコンポーネントが最初
に導入されている図面の番号から開始される）。ブロック２０２において、検索用語提案
（ＳＴＳ）モジュール１１２（図１）は、クエリログ１２０から履歴クエリ用語１１６を
収集する。ＳＴＳモジュール１１２は、出現度数に応じて履歴クエリ１１６を構成する。
ブロック２０４において、ＳＴＳモジュール１１２は、高出現度数クエリ用語１２０を検
索エンジン１２６に送信し、対応する検索結果１３０を受信する。ブロック２０６におい
て、ＳＴＳモジュール１１２は、各検索結果１３０から断片記述を抽出し、これらの断片
記述（抽出済みのフィーチャ１３４）を一緒にマージして用語ベクトル１３６を形成する
。各用語ベクトル１３６は、高出現度数クエリ用語１２０ごとに生成される。
【００４５】
　ブロック２０８において、ＳＴＳモジュール１１２は、クラスタリングアルゴリズムを
適用して、用語ベクトル１３６に基づいてほぼ同様な用語を用語クラスタ１３８にグルー
プ分けする。ブロック２１０において、エンドユーザから用語／フレーズ１０８を受信す
るのに応答して、ＳＴＳモジュール１１２は、用語／フレーズ１０８とほぼ同様であると
判定された用語クラスタ１３８からの任意のキーワード／キーフレーズから、提案される
用語リスト１１０を生成する。ブロック２１２において、ＳＴＳモジュール１１２は、キ
ーワードクラスタ１３８からのどのようなキーワード／キーフレーズも、用語／フレーズ
１０８とほぼ同様であるかどうかを判定する。同様である場合、このプロシージャは、ブ
ロック２１４から継続され、このブロックにおいて、ＳＴＳモジュール１１２は、この提
案される用語リスト１１０をこのエンドユーザに送信する。そうでない場合には、このプ
ロシージャは、ページ上のリファレンス「Ａ」で示すように図３のブロック３０２から継
続される。
【００４６】
　図３は、マルチセンスクエリについての関連語を提案するための例示のプロシージャ３
００を示している。プロシージャ３００のオペレーションは、図２のプロシージャ２００
のオペレーションに基づいている。説明するために、このプロシージャのオペレーション
では、図１のコンポーネントに関連して説明している。（すべての参照番号は、そのコン
ポーネントが最初に導入される図面番号を用いて開始される）。ブロック３０２において
、ＳＴＳモジュール１１２は、用語クラスタ１３８から分類機構１４０を生成し、それは
この時点では高出現度数クエリ用語１２０に基づいている。ブロック３０４において、Ｓ
ＴＳモジュール１１２は、低出現度数クエリ用語１２２を１つずつ検索エンジン１２６に
送信し、対応する検索結果１３０を受信する。ブロック３０６において、ＳＴＳモジュー
ル１１２は、検索結果１３０から断片記述を抽出し（フィーチャ１３４を抽出しており）
、そこから用語ベクトル１３６を生成する。ブロック３０８において、ＳＴＳモジュール
１１２は、トレーニングされた分類機構１４０に鑑みて低出現度数クエリ用語１２２から
生成された用語ベクトル１３６を分類して、この低出現度数クエリ用語に基づいた各用語
クラスタ１３８を生成する。
【００４７】
　ブロック３１０において、ＳＴＳモジュール１１２は、用語／フレーズ１０８とほぼ同
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様であると判定されている低出現度数クエリ用語１２２に基づいた用語クラスタ１３８か
らのキーワード／キーフレーズから、提案される用語リスト１１０を生成する。ブロック
３１２において、ＳＴＳモジュール１１２は、この提案される用語リスト１１０をこのエ
ンドユーザに送信する。
【００４８】
　例示の動作環境　
　図４は、マルチセンスクエリについての関連語を提案するための図１のシステム１００
と図２および３の方法を完全にまたは部分的に実装することができる適切なコンピューテ
ィング環境４００の一実施例を示している。例示のコンピューティング環境４００は、適
切なコンピューティング環境の一実施例にすぎず、本明細書中に説明されるシステムおよ
び方法の用途または機能の範囲についてのどのような限定をも示唆することを意図しては
いない。また、コンピューティング環境４００は、コンピューティング環境４００に示す
コンポーネントのうちのどの１つまたは組合せにも関連したどのような依存性または必要
性を有するものとも解釈すべきではない。
【００４９】
　本明細書中で説明している方法およびシステムは、他の多数の汎用または専用のコンピ
ューティングシステム環境またはコンピューティングシステム構成を用いて動作すること
が可能である。使用するのに適したものとすることができるよく知られているコンピュー
ティングシステム、コンピューティング環境、および／またはコンピューティング構成の
実施例には、それだけには限定されないが、パーソナルコンピュータ、サーバコンピュー
タ、マルチプロセッサシステム、マイクロプロセッサベースのシステム、ネットワークＰ
Ｃ、ミニコンピュータ、メインフレームコンピュータ、任意の上記システムまたはデバイ
スを含む分散コンピューティング環境などが含まれる。このフレームワークのコンパクト
バージョンまたはサブセットバージョンはまた、ハンドヘルドコンピュータや他のコンピ
ューティングデバイスなど限られたリソースのクライアント中で実装することもできる。
本発明は、分散コンピューティング環境中でも実施され、ここでタスクは、通信ネットワ
ークを介してリンクされるリモート処理デバイスによって実施される。分散コンピューテ
ィング環境においては、プログラムモジュールは、ローカルメモリストレージデバイスに
も、リモートメモリストレージデバイスにも配置することができる。
【００５０】
　図４を参照すると、マルチセンスクエリについての関連語を提案するための例示のシス
テムが、コンピュータ４１０の形態の汎用コンピューティングデバイスを含んでいる。コ
ンピュータ４１０の以下に説明している態様は、ＰＳＳサーバ１０２（図１）および／ま
たはクライアントコンピューティングデバイス１０６の例示の実装形態である。コンピュ
ータ４１０のコンポーネントは、それだけには限定されないが、１つ（または複数）の処
理装置４２０、システムメモリ４３０、およびこのシステムメモリを含めて様々なシステ
ムコンポーネントを処理装置４２０に結合するシステムバス４２１を含むことができる。
システムバス４２１は、メモリバスまたはメモリコントローラ、ペリフェラルバス、およ
び様々なバスアーキテクチャのうちのどれかを使用したローカルバスを含めて、いくつか
のタイプのバス構造のうちのどれにすることもできる。実施例として、限定するものでは
ないが、かかるアーキテクチャには、ＩＳＡ（Ｉｎｄｕｓｔｒｙ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ａ
ｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ業界標準アーキテクチャ）バス、ＭＣＡ（Ｍｉｃｒｏ　Ｃｈａｎ
ｎｅｌ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅマイクロチャネルアーキテクチャ）バス、ＥＩＳＡ（
Ｅｎｈａｎｃｅｄ　ＩＳＡ拡張ＩＳＡ）バス、ＶＥＳＡ（Ｖｉｄｅｏ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎ
ｉｃｓ　Ｓｔａｎｄａｒｄｓ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎビデオエレクトロニクス規格協会
）ローカルバス、およびメザニンバスとしても知られているＰＣＩ（Ｐｅｒｉｐｈｅｒａ
ｌ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔ）バスが含まれる。
【００５１】
　コンピュータ４１０は、一般的に様々なコンピュータ読取り可能媒体を含んでいる。コ
ンピュータ読取り可能媒体は、コンピュータ４１０からアクセスすることができる使用可
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能な任意の媒体とすることができ、揮発性媒体も不揮発性媒体も、着脱可能媒体も着脱不
能媒体も共に含んでいる。実施例として限定するものではないが、コンピュータ読取り可
能媒体は、コンピュータストレージ媒体および通信媒体を含むことができる。コンピュー
タストレージ媒体は、コンピュータ読取り可能命令、データ構造、プログラムモジュール
、他のデータなどの情報のストレージのための任意の方法または技術で実装される揮発性
媒体および不揮発性媒体、着脱可能媒体および着脱不能媒体を含んでいる。コンピュータ
ストレージ媒体には、それだけには限定されないが、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、フ
ラッシュメモリまたは他のメモリ技術、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ（デジタル多用途ディスク
）または他の光ディスクストレージ、磁気カセット、磁気テープ、磁気ディスクストレー
ジまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは所望の情報を記憶するために使用するこ
とができ、コンピュータ４１０からアクセスすることができる他の任意の媒体が含まれる
。
【００５２】
　通信媒体は、一般的に搬送波や他の搬送メカニズムなどの被変調データ信号の形のコン
ピュータ読取り可能命令、データ構造、プログラムモジュールまたは他のデータを実施し
、任意の情報配信媒体を含んでいる。用語「被変調データ信号」は、信号に情報を符号化
するようにその１つまたは複数の特性が設定または変更された信号を意味する。実施例と
して、限定するものではないが、通信媒体は、有線ネットワークや直接配線接続などの有
線媒体と、音響、ＲＦ、赤外線、他の無線媒体などの無線媒体とを含んでいる。以上のう
ちの任意の組合せもまた、コンピュータ読取り可能媒体の範囲内に含められるべきである
。
【００５３】
　システムメモリ４３０は、ＲＯＭ（読取り専用メモリ）４３１やＲＡＭ（ランダムアク
セスメモリ）４３２など、揮発性および／または不揮発性のメモリの形態のコンピュータ
ストレージ媒体を含んでいる。起動中などコンピュータ４１０内のエレメント間で情報を
転送する助けをする基本ルーチンを含むＢＩＯＳ（基本入出力システム）４３３は、一般
的にＲＯＭ４３１に記憶される。ＲＡＭ４３２は、処理装置４２０にとって直接にアクセ
ス可能な、または処理装置４２０によって現在動作させられている、あるいはその両方が
行われるデータおよび／またはプログラムモジュールを一般的に含んでいる。実施例とし
て、限定するものではないが、図４は、オペレーティングシステム４３４、アプリケーシ
ョンプログラム４３５、他のプログラムモジュール４３６、およびプログラムデータ４３
７を示している。一実装形態においては、コンピュータ４１０は、ＰＳＳサーバ１０２で
ある。このシナリオにおいては、アプリケーションプログラム４３５は、検索用語提案モ
ジュール１１２、および分類モジュール１１４を含んでいる。この同じシナリオにおいて
、プログラムデータ４３７は、用語／フレーズ１０８、提案される用語リスト１１０、履
歴クエリ１１６、検索クエリ１２８、検索結果１３０、複数の検索結果１３２、抽出済み
のフィーチャ１３４、用語ベクトル１３６、キーワードクラスタ１３８、トレーニングさ
れる分類機構１４０、および他のデータ１２４を含む。
【００５４】
　コンピュータ４１０は、他の着脱可能／着脱不能な、揮発性／不揮発性のコンピュータ
ストレージ媒体を含むこともできる。実施例にすぎないが、図４は、着脱不能な不揮発性
磁気媒体から情報を読み取りまたはそれに情報を書き込むハードディスクドライブ４４１
、着脱可能な不揮発性磁気ディスク４５２から情報を読み取りまたはそれに情報を書き込
む磁気ディスクドライブ４５１、およびＣＤ－ＲＯＭや他の光媒体など着脱可能な不揮発
性光ディスク４５６から情報を読み取りまたはそれに情報を書き込む光ディスクドライブ
４５５を示している。例示の動作環境において使用することができる他の着脱可能／着脱
不能な揮発性／不揮発性のコンピュータストレージ媒体には、それだけには限定されない
が、磁気テープカセット、フラッシュメモリカード、デジタル多用途ディスク、デジタル
ビデオテープ、ソリッドステートＲＡＭ、ソリッドステートＲＯＭなどが含まれる。ハー
ドディスクドライブ４４１は、一般的にインターフェース４４０など着脱不能メモリイン
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ターフェースを介してシステムバス４２１に接続され、磁気ディスクドライブ４５１およ
び光ディスクドライブ４５５は、一般的にインターフェース４５０など着脱可能なメモリ
インターフェースによってシステムバス４２１に接続される。
【００５５】
　前述され図４に示されるこれらのドライブおよびその関連するコンピュータストレージ
媒体は、コンピュータ４１０についてのコンピュータ読取り可能命令、データ構造、プロ
グラムモジュールおよび他のデータの記憶域を提供する。図４において、例えばハードデ
ィスクドライブ４４１は、オペレーティングシステム４４４、アプリケーションプログラ
ム４４５、他のプログラムモジュール４４６、およびプログラムデータ４４７を記憶する
ものとして示されている。これらのコンポーネントは、オペレーティングシステム４３４
、アプリケーションプログラム４３５、他のプログラムモジュール４３６、およびプログ
ラムデータ４３７と同じとすることもでき、また異なるものとすることもできることに留
意されたい。オペレーティングシステム４４４、アプリケーションプログラム４４５、他
のプログラムモジュール４４６、およびプログラムデータ４４７には、これらが少なくと
も異なるコピーであることを示すために、ここでは異なる番号が付与されている。
【００５６】
　ユーザは、キーボード４６２や、一般にマウス、トラックボールまたはタッチパッドと
呼ばれるポインティングデバイス４６１などの入力デバイスを介してコンピュータ４１０
にコマンドおよび情報を入力することができる。他の入力デバイス（図示せず）は、マイ
クロフォン、ジョイスティック、ゲームパッド、衛星パラボラアンテナ、スキャナなどを
含むことができる。これらおよび他の入力デバイスは、このシステムバス４２１に結合さ
れるユーザ入力インターフェース４６０を介して処理装置４２０にしばしば接続されるが
、これは、パラレルポート、ゲームポート、ＵＳＢ（ユニバーサルシリアルバス）など他
のインターフェースおよびバス構造によって接続することもできる。
【００５７】
　モニタ４９１または他のタイプのディスプレイデバイスもまた、ビデオインターフェー
ス４９０などのインターフェースを介してシステムバス４２１に接続される。このモニタ
に追加して、コンピュータは、スピーカ４９７やプリンタ４９６などの他のペリフェラル
出力デバイスを含むこともでき、これらは、出力ペリフェラルインターフェース４９５を
介して接続することができる。
【００５８】
　コンピュータ４１０は、リモートコンピュータ４８０など１つまたは複数のリモートコ
ンピュータに対する論理接続を使用してネットワーク環境中で動作する。リモートコンピ
ュータ４８０は、パーソナルコンピュータ、サーバ、ルータ、ネットワークＰＣ、ピアデ
バイス、または他の共通ネットワークノードとすることができ、またその特定の実装形態
に応じて、コンピュータ４１０に関連した前述のエレメントの多くまたはすべてを含むこ
ともできるが、メモリストレージデバイス４８１だけしか図４には示されていない。図４
に示す論理接続は、ＬＡＮ（ローカルエリアネットワーク）４７１およびＷＡＮ（ワイド
エリアネットワーク）４７３を含んでいるが、他のネットワークを含むこともできる。か
かるネットワーキング環境は、オフィス、企業規模のコンピュータネットワーク、イント
ラネットおよびインターネットにおいては、一般的なものである。
【００５９】
　ＬＡＮネットワーキング環境中で使用する際には、コンピュータ４１０は、ネットワー
クインターフェースまたはアダプタ４７０を介してＬＡＮ４７１に接続される。ＷＡＮネ
ットワーキング環境中で使用する際には、コンピュータ４１０は、一般的にインターネッ
トなどのＷＡＮ４７３上で通信を確立するためのモデム４７２または他の手段を含んでい
る。モデム４７２は、内蔵でも外付けでもよいが、ユーザ入力インターフェース４６０ま
たは他の適切なメカニズムを介してシステムバス４２１に接続することができる。ネット
ワーク環境においては、コンピュータ４１０に関連して示されるプログラムモジュール、
またはその一部分は、リモートメモリストレージデバイスに記憶することができる。実施
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例として、限定するものではないが、図４は、リモートアプリケーションプログラム４８
５をメモリデバイス４８１上に存在するものとして示している。図に示すこのネットワー
ク接続は、例示的なものであり、コンピュータ間で通信リンクを確立する他の手段を使用
することもできる。
【００６０】
　結論　
　マルチセンスクエリについての関連語を提案するためのシステムおよび方法について、
構造的な特徴および／または方法的なオペレーションもしくは動作に特有の言語で説明し
てきたが、添付の特許請求の範囲中で定義される実装形態は、必ずしも説明したこの特定
の特徴または動作だけに限定されるとは限らないことが理解されよう。したがって、この
特定の特徴および動作は、この請求される内容を実装する例示の形態として開示されてい
る。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】マルチセンスクエリについての関連語を提案するためのシステムの一例を示す図
である。
【図２】マルチセンスクエリについての関連語を提案するためのプロシージャの一例を示
す図である。
【図３】マルチセンスクエリについての関連語を提案するための、図２のオペレーション
に基づいたオペレーションであるプロシージャの一例を示す図である。
【図４】マルチセンスクエリについての関連語を提案するための、本発明によるシステム
、装置および方法を完全にまたは部分的に実装することができる適切なコンピューティン
グ環境の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００６２】
１０２　編集検証サーバ
１０６　クライアントコンピューティングデバイス
１１０　提案される用語リスト
１１２　検索用語提案モジュール
１１４　分類モジュール
１１６　履歴クエリ
１２０　高ＦＯＯクエリ用語
１２２　低ＦＯＯクエリ用語
１２４　他のデータ
１３２　検索エンジン
１２８　１つ（または複数）のクエリログ
１３２　検索結果
１３４　抽出されたフィーチャ
１３６　１つ（または複数）の用語ベクトル
１３８　用語クラスタ
１４０　トレーニングされた分類機構
４２０　１つ（または複数）の処理装置
４２１　システムバス
４３０　システムメモリ
４３４　オペレーティングシステム
４３５　アプリケーションプログラム
４３６　他のプログラムモジュール
４３７　プログラムデータ
４４０　着脱不能な不揮発性メモリインターフェース
４４４　オペレーティングシステム
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４４５　アプリケーションプログラム
４４６　他のプログラムモジュール
４４７　プログラムデータ
４５０　着脱可能な不揮発性メモリインターフェース
４６０　ユーザ入力インターフェース
４６１　マウス
４６２　キーボード
４７０　ネットワークインターフェース
４７１　ローカルエリアネットワーク
４７２　モデム
４７３　ワイドエリアネットワーク
４８０　リモートコンピュータ
４８５　リモートアプリケーションプログラム
４９０　ビデオインターフェース
４９１　モニタ
４９４　入力ペリフェラルインターフェース
４９５　出力ペリフェラルインターフェース
４９６　プリンタ
４９７　スピーカ

【図１】 【図２】
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